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年　　　　月　　　　日

院所・部署名：
メンバー：

１、演題（案）
男性介護者の在宅介護に対する意識調査
　―在宅介護を継続できている要因を探るー
2、取り組みについての説明
（１）動機・研究の背景
近年配偶者や家族を在宅で介護する介護者が増え、それに伴って男性介護者は増加している。「国民生活基礎調査」では、男性介護者の割合は１９７７年の9.0％から２００７年には28.１％となっている。Ａ診療所での在宅件数は６７件あり、その中で男性が介護しているのは９件である。Ａ診療所では男性が介護をしている場合でも、介護サービスなどを使いながら長期にわたって在宅生活が継続できている介護者も存在する。そこで、今後も増加していくと思われる男性介護の現状や介護に対する意識を把握し、安定した在宅生活の継続ができるような援助のあり方を考えたい。
（2）目的

　男性介護者の介護に対する意識調査を行い、在宅生活が継続できている要因を明らかにする。

キーワード：３つ程度 記入してください

（男性介護者　　・ 　在宅療養　・ 　介護に対する意識　　）

（3）倫理的配慮（研究テーマや方法が倫理に反していないのか、具体的な対策）

*チェックリストもチェックする

・個人情報保護の観点から、固有名詞は匿名とし、個人の特定がされないようにすることを説明する。またインタビューで知り得た情報は、研究以外の目的で使用する事はない旨を説明し、研究終了時には情報は全て破棄する事とする。
・インタビューは強制ではないこと、中断も可能なことを説明し、参加しない場合でも不利益にならない事を説明する。

４、取り組み方法

（1）研究方法（問題に対応した研究方法）
質的研究

①研究対象者（対象者の選択と選択理由、患者例数）

夫婦二人暮らしの在宅で介護している高齢男性　４名
介護年数が一定年数たっている　
②研究期間

１０年４月～１０月

③データーの収集方法・手順

同意を得られた対象者に半構成的面接を行う

了解が得られた場合録音させてもらう

インタビューの際には要介護者のいる前ではなく、別室でインタビューさせていただく
可能であれば、要介護者の不在時(デイやショート)に訪問させていただく

時間は３０分程度とし、対象の疲れなどが見えた場合、中止し後日あらためてインタビューさせていただく事とする
・インタビューガイド

①在宅介護が始まったきっかけ

②副介護者の有無・相談相手(最初に相談する)は誰か

③介護についてどう思っているか・介護する前と後で何か変わった事はあるか
④介護をしている中での喜び、やりがい、介護をしている中で大事にしている事
⑤介護をしている中で困った事、大変に思う事

⑥介護の工夫

⑦介護をしながらの一日の過ごし方、仕事をしているか、地域の活動に参加しているか、どんな方法で気分転換しているか

⑧どんな家事を受け持っているか

⑨家事の工夫

⑩どんなサービスがあれば介護しやすくなるか、介護している中であればいいと思うサービス
· 事前に情報収集すること
1 介護者・要介護者の年齢
2 介護者の基礎疾患

3 介護度・介護サービス内容

④データーの分析方法

録音した内容から逐語録を作成する
介護者の介護に対する思いや家事についての思いの記述部分を抜き出す

同様の意味を持つものに分類する

分類したものに名前をつけカテゴリー化する
（２）研究全体のタイムテーブル

５月　研究対象者選定
６月　研究対象者宅訪問し同意書を取らせていただく

　　　７月　　インタビュー調査開始
　　　８・９月　インタビューの結果をまとめる

　　　１０月　　考察、まとめ
5、文献検索（必ず行ない、記入してください）
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